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62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく
過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

68

4. ほとんどいない

3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどできていない

3. 利用者の１/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
3. 利用者の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりが拡がったり深まり、事業所の理
解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした表
情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない

3. たまに

4. ほとんどない 4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

3. 利用者の１/３くらいの

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
64

3. たまにある

1. ほぼ全ての家族と

63

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面が
ある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を
掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

項　　目

56

特定非営利活動法人　福祉サービス評価機構Ｋネット

札幌市中央区南６条西１１丁目1284番地4　高砂サニーハイツ401

3. 家族の１/３くらいと

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

グループホーム　優和の郷・信

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
当事業所は市街地から車で１０分程度の郊外にあり、周辺は住宅地と田畑が融合した、静かな
環境下に立地している。母体は同一敷地内の医療法人で、デイサービスも隣接しており、各種の
サービスと医療面での信頼が利用者と家族の安心感に繋がっている。建物は平屋で、左右に位
置した２つのユニットに計１８人の高齢者が生活を共にしている。当事業所の優れた点は、医療
面の充実が挙げられ、訪問看護と24Hのオンコール体制で繋がり、隣接した病院の即応性も含
め、医療連携体制の提供に努めている。介護面では、施設内のお風呂は温泉を利用している
が、塩分の強弱による利用者の肌荒れ等について、個々人の特性に応じて加水により調整し、
その人のための塩度や温度を探るなど個別に徹したサービスを指向しており、その様なきめ細
かさが介護の基本となっている。また施設内で介護者は上履きを利用しない、素足の介護を実践
するなど、利用者目線での介護を徹底している。職員研修の多さ多彩さにも注視しながら、利用
者一人ひとりへのサービスの充実を目指している当事業所の更なる尽力が期待される。

基本情報リンク先URL

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

https://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_022_kih
on=true&JigyosyoCd=0197400120-00&ServiceCd=320

法人名

事業所番号

自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

訪問調査日

評価機関名

所在地

自宅での生活と同じように過ごせるよう居室に思い入れのある家具や写真等を飾ったり、1人ひとりの想
いを大切にして、入居者さんそれぞれに合ったケアの提供を心掛けている。

バリアフリーで整備された施設内では上靴を使用せず、靴下のまま過ごして頂き転倒防止への配慮をし
ている。

消毒・換気・定期的な検温を行い、感染症対策に細心の注意を払っている。感染症予防に加え、日頃か
ら体調管理には気を配り、バイタル測定や体重測定、訪問看護師からの助言を基に栄養管理や受診の
対応を行っている。

日常的に行っている塗り絵やカラオケ等のレクの他に季節に合わせたイベントを行い、日々の生活の中
に楽しみや気分転換できる機会を設けている。誕生会や歓迎会は入居者さん本人の好きな物を食事で
提供し、みんなでお祝いしている。

リハビリ体操やふまねっとを取り入れ、楽しみながら運動できる工夫をしている。

令和3年12月3日

深川市あけぼの町１番３５号

0197400120

医療法人アンリー・デュナン会

事業所名

所在地

NPO法人　福祉サービス評価機構Kネット

自己評価作成日 令和３年１１月１６日 評価結果市町村受理日 令和4年3月25日

　（別紙４-１）



　（別紙４-１） NPO法人　福祉サービス評価機構 Kネット

自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営

1 1
○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念を
つくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践に
つなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、
事業所自体が地域の一員として日常的に交流してい
る

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人
の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活かし
ている

4 3 ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価
への取り組み状況等について報告や話し合いを行
い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の
実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えなが
ら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域密着型サービ
ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象となる具体的な行為」を
正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束を
しないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ
機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待が見
過ごされることがないよう注意を払い、防止に努めて
いる

自己評価及び外部評価結果

自
己
評

価

外
部
評

価

項　　目

外部評価

母体病院や市役所等にパンフレットを置いてもらい、施設
を知ってもらうきっかけとしている。地域包括で行っている
認知症普及・啓発事業の取組みの一環として施設内で作
成した作品を展示してもらい、認知症への理解を得る機
会としている。

コロナの状況があり、直接外部との関わりは持てていない
が、地域包括で行っている認知症普及・啓発事業の取組
みの一環として施設内で作成した作品を展示してもらい、
施設の活動内容を発信している。

通例では町内会、地域活動に積極的に参加して
いる。現在は、地域包括支援センターの認知症に
ついての普及・啓蒙活動に参加し、事業所の活動
について発信している。

法人と事業所の理念を玄関に掲示し、身分証の裏にも携
帯することで常に意識付けを行っている。定期的に行うス
タッフ会議でも介護理念の下に適切なケアが行えている
か振り返りを行っている。介護理念に加え、認知症安心ケ
ア10ヵ条も日頃から意識してケアにあたっている。

法人理念の他、全職員で意見を出し合って作成し
た理念を掲げ、日常的に共有している。また、介
護姿勢、理念の達成度について定期的にスタッフ
会議の場で検証、協議しながら、実践に努めてい
る。

活動内容やヒヤリハット、内部研修実施状況等の報告を
行っている。会議録は家族へ郵送する他、玄関やホーム
ページにて誰でも閲覧出来るよう開示しており、閉鎖的に
なりがちな施設の状況を外部へ向けて発信している。

現在は書面開催となっているが、通例では家族、
地域代表、行政の参加を得て、定例で開催してい
る。運営状況やヒヤリハット・事故等、現状の問題
点まで論議され、参会者から意見を聞き取り、運
営に活かしている。

社協や包括担当者と空き状況等の情報交換を行い、市
内の困っている高齢者の受入れを行えるよう積極的に協
力関係を築いている。

市、地域包括支援センターから情報提供・アドバ
イスを得ている。また、包括主催の活動への参
加・協力や運営状況や事業所での取り組みにつ
いて報告し、情報交換を行っている。

身体拘束虐待防止委員会を設置し、３ヶ月に１度会議を
行い、検討内容は内部研修として、全職員に向け周知を
行っている。職員の意識向上のため、会議録に職員1人
ずつ感想を記入している。日中は施錠を行わずセンサー
やナースコールを使い、見守り重視のケアを徹底してい
る。

身体拘束虐待防止委員会を設置し、3ヶ月に1度、
定例で開催、内容について全職員に周知してい
る。全利用者の現状の確認と不適切なケアにつ
いて、具体的な事例を職員間で協議し、改善して
いる。

身体拘束虐待防止委員会を設置し、３ヶ月に１度会議を
行い、検討内容は内部研修として、全職員に向け周知を
行っている。職員の意識向上のため、会議録に職員1人
ずつ感想を記入している。心理的虐待に当たる言葉掛け
にも細心の注意を払い、その都度適切な声掛けが出来て
いるかスタッフ会議や学習会等で振り返り、対応の仕方に
ついて管理者から助言をもらっている。着替えや入浴時
に身体観察を行い、内出血や状態変化があった場合は
職員間で情報共有に努めている。「認知症安心ケア10ヵ
条」を基に寄り添うケアを心掛けている。

2



自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関
係者と話し合い、それらを活用できるよう支援している

9
○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族
等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理解・
納得を図っている

10 6
○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに
外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映さ
せている

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案
を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状
況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、各
自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と
力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保
や、働きながらトレーニングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会を作り、
ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取り組みをしている

契約時に不安や疑問点が解消出来るよう管理者や主任
が十分な説明を行い、入所に向けて話し合いを重ねてい
る。重要事項説明書の内容が変更になった場合は、家族
に文書と口頭で説明を行い、理解納得を得られた上で同
意書をいただいている。必要に応じて入所前に施設見学
を行ってもらい、施設の雰囲気を感じてもらっている。

研修会を通して学びを深め、必要がある場合には連携を
図り、適切に活用が出来るよう努めている。

年に２回の健康診断や個別面談で体調管理に気を配り、
勤務や有休管理も希望に合わせて行っている。得意なこ
とや能力に合わせて仕事を振り分け、活躍出来る場を設
けることで仕事に対するやりがいやモチベーションの維持
に繋げている。仕事量を考慮し、負担の大きい職員に対し
ては声掛けを行い、役割分担や個別に作業時間を設ける
ことで無理なく仕事を続けられるよう仕事環境の整備に配
慮している。

コロナの状況もあり、家族との関わりが薄れ、閉鎖的な環
境とならないよう電話や来訪時に家族の想いに耳を傾
け、意見や要望を伺う機会としている。毎月、個別におた
よりを発行し、日々の生活状況を文面で報告しており、コ
ロナの状況から直接面会できない日々が続いているため
多くの家族から、感謝の言葉やおたよりを楽しみにしてい
ますとの言葉が多く寄せられている。玄関にアンケート用
紙を設置し、いつでも家族の意見や要望を反映できるよう
努めている。普段の何気ない会話や家族から聞き取った
本人の望む生活が出来るようサービスの提供に努めてい
る。百寿のお祝いに家族から参加したいとの要望があり、
感染対策のため、別室にてリモート参加という形で家族１
名に参加していただいた。施設からもお花や色紙のプレ
ゼント、記念に手作り新聞を発行し、本人と家族に大変喜
ばれた。

本人・家族が意見・要望を話しやすい関係作りを
心掛けている。面会もガラス越しやリモート面会
等、方法について職員間で検討し、感染防止に留
意・工夫しながら、弾力的に再開している。毎月の
ホーム便りで個別の生活状況・健康状態につい
て、写真を添えて詳細に伝えている。

朝の引き継ぎやスタッフ会議を通して職員の意見交換を
行う機会を設けている。管理者は常に職員とコミュニケー
ションを密に取り合い、相談しやすい雰囲気や環境作りに
配慮している。意見や提案があった場合はサービスに繋
げられるよう助言を行い、入居者に寄り添ったケアの提供
に努めている。

月例の全体会議や日々の申し送りの場で、職員
との意見交換や提案を受け、運営に活かしてい
る。また、管理者が面談を行い、個別の意向、提
案の聞き取りを行っている。

同法人内の代表者が集まる法人会議を利用し、相互に受
入れの相談が出来る関係を築いている。救命講習を関連
事業所職員と合同で受講し、研修を通じて交流の機会と
している。

コロナで外部研修への参加が難しいため、内部研修の充
実を図り、認知症への理解とケアの向上に努めている。
管理者は職員に対し、その場面ごとに応じた適切なケア
の仕方をアドバイスするだけでなく、職員それぞれに対応
の仕方を考えてもらうことで実践を通して学びを深めても
らう機会としている。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

15
○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の安
心を確保するための関係づくりに努めている

16
○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17
○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、他のサー
ビス利用も含めた対応に努めている

18
○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮
らしを共にする者同士の関係を築いている

19
○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本
人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えてい
く関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と
の関係が途切れないよう、支援に努めている

家族の不安や困っていることを理解把握し、施設での生
活が家族にとっても安心出来るものとなるよう家族に寄り
添い、信頼関係構築に努めている。話しやすい雰囲気作
りに気を配り、家族側だけでなく、施設側からも疑問点等
を伝えることでお互いに本人を支え合う関係作りに努めて
いる。家族の意思を尊重した支援を心掛け、ケアプランを
使い、具体的な支援の方法等を説明することで不安の解
消や統一した対応の仕方に努めている。

入所前に面会や面談を行い、本人と話し合う時間を作り、
本人の望む生活の聞き取りを行っている。施設見学通し
て施設の雰囲気に慣れていただき、入所後は安心して過
ごせるよう一緒に過ごす時間を増やしたり、周りの方と早
く馴染めるよう席の工夫等を行っている。家族やケアマ
ネージャーからの情報提供を基に本人の性格や馴染み
ある生活を把握し、本人の望む生活の提供に努めてい
る。

人生の先輩として尊敬の気持ちを忘れず、自立した生活
が送れるよう本人の意思を尊重しながら家事や掃除等、
個々に出来ることを見つけ、介護される側一方の立場に
置かず共に暮らしを支え合う関係作りに努めている。
入居者同士で他入居者の異変を察知し、職員に教えてく
れたり、入居者も介護員の一員となって互いに共同生活
をする上で支え合う存在になってくれている。

本人と家族が今現在困っていることを理解把握し、緊急
性がある場合は必要書類が揃い次第、翌日即入所対応
したケースもあり、正確で迅速な初期対応に努めている。
本人と家族の意思を尊重し、求めているサービスと必要
なサービスの見極めを行い、必要としている支援に合う施
設の提案と紹介をし、情報提供を行っている。

消耗品の購入や受診対応等、入所後も家族と疎遠になら
ないよう施設に来ていただく機会を作っている。施設に慣
れるまで家族の宿泊も受け入れており、本人の不安を減
らす方法を家族と一緒に考え対応に努めている。本人が
不安にならないよう写真やハガキ等の思い出の品を持っ
て来てもらったり、電話で声を聴かせてもらう等、家族の
負担が増えない範囲で協力を得て支援出来る関係を築
いている。
リモート面会を導入し、家族との交流の機会を設けてい
る。

コロナで直接面会する機会が減ったが、窓越しやリモート
面会でこれまで通り家族や友人と交流する機会を設けて
いる。思い出の品を見ながら話をすることで施設内にいな
がらもこれまでの生活環境を切り離さず継続出来るよう努
めている。

通例では、希望する馴染みの場所への外出は職
員同行、または家族の協力を得ながら、支援して
いる。コロナ禍であるが、感染防止に留意しなが
ら弾力的に面会を再開し、関係が断たれないよう
努めている。

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず
に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援に
努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性
を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経過を
フォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に
努めている。困難な場合は、本人本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、
これまでのサービス利用の経過等の把握に努めてい
る

25
○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等
の現状の把握に努めている

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方につ
いて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それぞ
れの意見やアイディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個
別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践
や介護計画の見直しに活かしている

トラブルにならないよう席の配置替えや必要に応じてユ
ニット移動を行う等、入居者の良好な関係構築に気を配っ
ている。トラブルが起きそうな場合は必要に応じて職員が
間に入り、安心安全に過ごせるよう努めている。1人ひとり
が孤立せず、みんなの輪に入れるよう声掛けを行い、み
んなが一緒に楽しく過ごせる時間を大切にしている。新し
い入居者が入った時は会話が出来そうな人と過ごせるよ
う配慮している。入居者の話し声の音量が大きい場合は、
本人にも周りの入居者にとっても不快にならないよう配慮
し、声掛けを行っている。

個別の記録や業務日誌を使い、１日の過ごし方や心身の
状態について情報共有に努め、状態変化が見られた場合
はその都度、報告を行い適切なケアへと繋げている。家
事や掃除等、日々の生活の中から入居者の有する力を
引き出す工夫をしている。

退所後も家族や関係機関と連携を取り合いながら、必要
に応じて家族の相談や支援に努めている。

普段の会話や家族からの情報を基に本人の気持ちを汲
み取り、1人ひとりが望む生活や楽しみを理解し、提供出
来るよう努めている。

日々の生活に寄り添いながら、思いや意向を理
解し、職員間で共有して、個々の希望に沿った生
活となるよう努めている。また、アドバンス・ケア・
プランニングシートを活用し、本人に終末期の意
向も含め、聞き取りを行っている。

生活歴や生活環境を家族やケアマネージャーから聞き取
り、職員間で情報共有することで1人ひとりに合ったサ
ポートへと繋げている。本人が昔の記憶に戻った時に一
緒にその時代の思い出を共有し、寄り添ったケアや会話
が出来るよう生まれ育った環境や歴史を理解し、把握す
るよう努めている。

定期的にモニタリングを行い、変化に応じてケアプランの
変更や見直しを行っている。家族との話し合いを持ち、出
来るだけ希望に添った計画が立てられるよう努めている。
個人記録と一緒にケアプランを綴じており、気付いた点は
その都度、ケアプランに組み込めるよう追記して現状に即
した計画作成に努めている。

介護計画の作成は、個別に期間設定を行ってお
り、状況変化時には都度検討し、見直している。
日々のモニタリング結果を基に、全職員の視点で
課題評価を行い、本人と家族、医療機関の意見を
踏まえて、現状に即した介護計画となるよう取り
組んでいる。

個人記録は食事・水分・睡眠・排泄の記録が一目で分か
るよう１枚に収められた用紙を使い、水分補給や排便コン
トロール等、健康管理にも気を配れるよう情報共有に努
めている。個別に服薬のチェック項目を設け、薬の飲み忘
れ防止にも努めている。ケアの実践を評価出来る項目も
あり、ケアプランにそって日々適切なサービスの提供に努
めている。個人記録の他に業務日誌も活用し、特記事項
を集約して記入することで職員間の共有の利便性の向上
を図っている。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対
応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援や
サービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、
本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らし
を楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が
得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きながら、
適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝えて
相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受けら
れるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま
た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者と
の情報交換や相談に努めている。又は、そうした場合
に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

本人や家族の希望する病院を尊重しながらも症状に合わ
せて病院を紹介し、適切な医療を受けられるよう支援に
努めている。訪問看護師を通じて協力医療機関の担当医
と密に情報のやり取りを行っている。受診介助は基本的
に家族対応としているが、希望があれば施設側で支援を
行っている。受診介助を担うことで協力医療機関以外の
病院とも協力関係を築き、急変時や状態に合わせてス
ムーズな受診へ繋げられるよう努めている。日頃の様子
や症状等を医師に正確に伝えるため、職員が同行または
文書を手渡し、適切な医療が受けられよう支援に努めて
いる。

本人、家族の要望を伺い、かかりつけ医とのつな
がりを大切に支援するよう努めている。母体医療
機関からの訪問診療、訪問看護の協力体制があ
り、受診内容については記録を基に職員間で共
有し、家族にも詳細に伝えている。

週１回訪問看護に来てもらい、日々の状況や体調の変化
等、気付いた点はすぐに報告相談を行っている。訪問看
護師を通じて医師へ報告相談を行うことでスムーズな受
診に繋げている。内服の変更があった場合も報告を行
い、副作用や体調の変化等について助言をもらい、職員
間で情報共有に努めている。24時間オンコール体制を敷
き、緊急時はすぐに連携を取り合える体制を築いている。
事故ヒヤリハットが起きた場合も連絡相談し、訪問看護師
の助言の下、適切なケアやフォローを行っている。ワクチ
ン接種や抗原検査等の医療面でのサポートや管内の感
染症発生状況等の情報共有も行い、感染症予防のフォ
ローも訪問看護師に協力を得ている。

誕生会やイベント時の特別食として市内のお店に出前注
文し、楽しい時間を過ごしている。季節に合わせて散歩や
外出をして、花や緑、自然に触れることで豊かな暮らしを
楽しんでいる。

個々に生まれるニーズに対し、状況把握に努め、1人ひと
りに合った柔軟な対応を心掛けている。入所前に施設見
学と合わせて昼食を一緒に食べて過ごしていただく等の
体験入所の受け入れも行っており、入所に向け不安軽減
を図る取り組みに努めている。受診介助や買い物代行
等、家族の協力が難しい場合は出来る限り施設側で対応
し、相互に入居者の支援を担えるよう努めている。家族の
宿泊等の受入れを行うことで本人や家族の不安を軽減さ
せ、安心して過ごせるよう努めている。

日頃から体調の変化に気を配り、入退院に必要な正確な
情報伝達が行えるよう記録の整備に努め、スムーズな入
退院支援に繋げられるよう医療機関との連携に努めてい
る。看護師や地域連携室の相談員と連絡を密に取り合
い、退院後すぐに受入れが出来るよう職員間の連携にも
努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段
階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所ででき
ることを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関
係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は
応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実践力
を身に付けている

35 13
○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用
者が避難できる方法を全職員が身につけるとともに、
地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損
ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己
決定できるように働きかけている

消防機関の指導を得ながら、年2回の火災・自然
災害を想定した避難訓練を実施している。隣接す
る母体医療法人の病院、地域との協力体制も含
め、避難場所、備蓄品の確認を行い、不意の災害
に備えている。

施設での生活が困難と判断する基準やその場合の対応
について契約時に管理者が家族に十分な説明を行い、理
解を得るよう努めている。終末期を迎えるという不安な印
象ばかりを与えないよう「出来るだけ長くグループホーム
で生活してもらいたい」という職員の想いもしっかり伝えな
がら、実際に終末期を迎えた時に家族のサポートが出来
るよう最期をどのように迎えたいか等、具体的に家族の方
針を入所の時から共有するよう努めている。必要に応じて
家族と話し合いの機会を持ち、本人の体調や家族の意向
にそった施設の紹介を行い、退所後の施設探しに対する
不安の軽減に努めている。ACPシートを使って普段の何
気ない会話から本人に聞き取りを行っている。

契約時に事業所の指針を説明し、状況に合わせ
て意向の再確認を行っている。母体医療機関との
連携体制があり、家族と共に終末期を支えるため
の話し合いを重ねている。

消防署での救命講習を受講し、AEDの使い方や応急手当
について実践練習を通して緊急時に備えた訓練に励んで
いる。24時間オンコール体制を敷いており、急変時は訪
問看護師と連絡がすぐに取れる体制を整えている。感染
症発症時に備え、備品の管理やマニュアルの整備を行っ
ている。入居者の病歴や認知症の症状から突然意識を失
う可能性があるということや薬の副作用により転倒のリス
クがあるということを職員全体に周知し、日頃から急変や
事故発生時の対応が出来るよう意識付けを行っている。

日頃の様子から本人の好みや希望の把握に努め、理解
が得られるよう簡単な言葉掛けを意識している。意思表
示や自己決定が難しい場合は、想いや希望が伝えられる
まで傾聴し、本人が出来ることを提案することで自己決定
への支援に繋げている。

トイレや居室にカーテンを取り付け、プライバシーに配慮
した環境整備に努めている。個人を尊重し、誇りやプライ
バシーを損ねないよう声掛けをする際、言葉選びだけで
なく表情や声のトーンにも注意を払い、「認知症安心ケア
10ヵ条」を基に寄り添うケアを心掛け、信頼関係を築ける
よう努めている。定期的に接遇委員会によるマナーや言
葉遣い等の勉強会を実施し、職員の意識向上に努めてい
る。

管理者は、不適切な言動や声掛けがあれば、職
員間で相互に注意喚起出来る関係作りに努めて
いる。事業所の介護理念を基に、接遇委員会によ
る勉強会で学び、利用者の尊厳を損ねるような対
応にならないよう努めている。

年２回、日中と夜間帯それぞれの避難訓練を行っており、
実践力を身に付けている。火災報知機等の防火設備の
定期点検を行い、正常に作動することを確認し、不具合
がある場合には委託業者に連絡を取り、整備に努めてい
る。緊急連絡網を使った連絡訓練を行い、緊急時に職員
間で連携が取れるよう実践的な訓練も取り入れている。
非常食や防災グッズの備えも行っており、定期的に在庫
数や賞味期限を確認し、必要に応じて入れ替えや買い足
しを行っている。火災訓練のみならず、地震やブラックア
ウト等の災害を想定した防災訓練も計画し、実施予定。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひ
とりのペースを大切にし、その日をどのように過ごした
いか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支
援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや
力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確
保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた
支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひ
とりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをしてい
る

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力
や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排泄
や排泄の自立にむけた支援を行っている

漬物作りや調理の下ごしらえ等、食べる楽しみだけでな
く、作る楽しみや食べてもらえる喜びを感じてもらえるよう
食事作りに携わっていただいている。イベント時は特別食
やお弁当の発注を行い、いつもと違った食事の提供で食
事の楽しみを作るよう努めている。誕生会では誕生者に
好みの物を聞いて食欲増進に努めている。お彼岸には入
居者から希望があり、一緒におはぎ作りを行っている。容
器を彩り豊かなものに変更し、味だけでなく目からも華や
かな印象が感じられるよう工夫を行っている。体調や義歯
の状態に配慮し、１人ひとりに合わせた食べやすい食事
形態で提供することでストレス無く食事が摂れるよう努め
ている。

利用者の希望を取り入れており、季節感・彩りを
大切にしている。職員も一緒に食卓を囲んでお
り、皆で育てたホーム菜園の野菜を共に食す等、
お互いに会話を楽しみながら、食事のひと時とし
ている。コロナ禍においては、感染防止に留意し
ながら、出来る範囲のお手伝いをお願いしてい
る。

散髪は家族や本人の意向を聞いて希望があれば、定期
的に来てくれる理美容のサービスを利用している。入浴後
はドライヤーを使い、きれいにブローして髪形を整えてい
る。着替えは本人の好みに合わせて衣服を選んでもら
い、化粧も自由にしてもらっている。夏祭りを開催した際、
浴衣を着てもらったり、化粧やネイルをして本人や家族か
ら大変喜ばれている。

生活リズムやパターンを把握し、1人ひとりが楽しく安心し
て過ごせることを一番に考え、本人の望む暮らしの提供
に努めている。その時々の表情や言動から本人の気持ち
を汲み取り、入所前の生活スタイルを尊重し、本人のペー
スに合わせた過ごし方を大切にしている。

個別に義歯ブラシや舌ブラシを使用し、毎食後の口腔ケ
アで清潔維持に努めている。口腔内の状況把握を行い、
必要に応じて歯科受診に繋げている。義歯は夜間帯に洗
浄剤を使って洗浄し、歯ブラシやコップの洗浄も定期的に
行っている。

刻み食やお粥等、1人ひとりに合わせた食事形態と食事
量で個別に対応している。水分摂取量や食事摂取量を毎
日記録で確認し、脱水や栄養バランスにも配慮し、職員
間での情報共有に努めている。定期で水分を摂る時間を
設けているが、摂取が難しい場合は個別に好みの物を家
族に用意してもらい提供を行っている。スプーンやスト
ローを使い、1人ひとりの状態に合わせて提供の工夫を
行っている。訪問看護師から検査結果を共有してもらい、
個別に栄養管理を行っている。

排泄間隔を把握し、声掛けやトイレ誘導を行うことで失禁
なくトイレでの排泄に繋げられるよう支援に努めている。
日中と夜間でパッド類の使用の有無を調整し、自立に向
けた支援に努めている。内服や心身の状況によりトイレに
行くことが困難な場合は、自室にポータブルトイレの設置
を行う場合もある。尿道カテーテルを使用している入居者
の尿測や破棄の支援を行っている。

個々のタイミングを時間や仕草で把握し、トイレへ
の誘導を行っている。現状では、自室でのポータ
ブルトイレ利用者もいるが、排泄時の羞恥心に配
慮しながら、出来るだけ自力で行えるよう見守り、
支援している。パット類は一律ではなく、それぞれ
の状態に合ったものを検討、使用している。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や
運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組ん
でいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し
めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、
休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援してい
る

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法
や用量について理解しており、服薬の支援と症状の
変化の確認に努めている

便の性状や回数、排便の無い日数を確認し、下剤等でコ
ントロールを行っている。腸が動くよう体操や運動を勧め
る声掛けも行っている。腹圧をかけるのが難しい入居者
には職員が腹部マッサージを行う等の介助をしている。正
確な排便状況の共有が行えるよう定期的にブリストル便
性状スケールを基に学習会や振り返りを行っている。

起床・睡眠時間、午睡等は本人の生活リズムに合わせて
自由にしてもらっている。眠れない方がいれば、話を傾聴
したり飲み物の提供を行い、ホールソファで職員が見守る
中、休んでいただくこともあり、本人の希望にそった寄り添
うケアに努めている。夜間帯は睡眠を優先し、1人ひとりに
合ったパッドやリハビリパンツの選定を行い、使用するこ
とで安心して入眠していただけるよう努めている。部屋の
明るさ調節を行い、睡眠環境の整備に努めている。認知
症の症状により幻視がある入居者の居室は、廊下の明か
りが漏れないようドアの隙間やすりガラス部分を隙間テー
プやシートを使って塞いだり、夜間は物干しスタンドに衣
類を掛けないようにして幻視に繋がる原因を取り除くよう
努めている。幻視幻聴があった場合は、本人が不安にな
らず、安心して入眠できるよう本人の訴えを否定せず受け
入れ、適切な声掛けを行うよう努めている。体調の不安や
転倒のリスクがある入居者は必要に応じてセンサーを配
置し、すぐに対応できる状況にしている。

週に２回入浴が出来るよう設定しているが、本人の意思
にそって時間帯や曜日は臨機応変に変更している。本人
の体調や心身の状況に合わせて足浴やシャワー浴、清
拭等に変更調整を行っている。お湯の温度も本人の希望
に合わせて調節を行っている。滑り止めマットやシャワー
チェアを使い、安心安全な入浴環境の整備に努め、お湯
は毎回温泉水を入れ替え、清潔な環境で入浴を楽しんで
もらえるよう努めている。季節の変化に伴い、脱衣所と浴
室の温度差が無いよう気を配っている。

週に２回以上、個々の希望、ペースに合わせて入
浴出来るよう努めている。事業所には温泉の源泉
水が引かれており、毎日お湯はりを行い、拒否が
ある場合、無理強いすることなく、時間帯や担当
者を調整しながら、楽しい入浴の時となるよう支援
している。

目的や副作用をまとめたファイルを使い、職員間で服薬
についての情報共有に努め、転倒のリスク等にも注意を
払い、事故に繋がらないよう努めている。内服後の心身
の変化について訪問看護師に随時報告したり、症状に合
わせて医療機関に相談報告を行い、薬の変更や増量等、
適切な内服支援に繋げられるよう努めている。服薬は職
員間で薬と名前の確認を行った後、本人にも名前の確認
をしてもらい飲み間違いが無いよう細心の注意を払ってい
る。薬は職員がその都度、手渡して飲み込むまで見守り
を行うことで正確な服薬に努めている。記録用紙の服薬
チェック項目を使い、薬の飲み忘れが無いよう確認を行っ
ている。症状に応じて頓服薬を使用し、本人の気持ちが
楽になるよう服薬の調整を行っている。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひ
とりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけら
れるよう支援に努めている。また、普段は行けないよう
な場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解してお
り、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持したり
使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の
やり取りができるように支援をしている

基本的にはお金の所持は控えていただいているが、所持
することで安心される方は家族と相談し、トラブルに発展
しないよう注意を払い、支援に繋げている。

コロナの状況もあり、現在はなかなか行えていないが、流
行前は外出する機会として散歩やドライブ等を気分転換
の一環として取り入れていた。外の空気が吸いたいとの
希望に応じて、職員が敷地内にあるゴミ捨て場まで行く
際、一緒に同行してもらうこともある。受診以外の外出は
極力控えているが、本人の希望に合わせて受診帰りに家
族対応で自宅のあった場所までドライブをしている方もい
る。

通例では個別に声掛けし、散歩や買い物等、気
軽に外出が出来るよう支援している。コロナ禍で
あるが、閉じこもることのないよう、感染防止に留
意しながら外気浴の機会を設けたり、リハビリ体
操やふまねっと等の筋力運動を積極的に取り入
れることで、心身の状態維持に努めている。

日中はテレビを見て過ごすことが多いのでホールのテレ
ビでは好みに合わせた番組を録画し、希望に合わせてテ
レビの視聴を楽しんでもらっている。毎月、誕生会や季節
ごとのイベントを企画し、普段の生活の中にも楽しみを
持ってもらえるよう催し物の企画提案に努めている。リハ
ビリ体操やふまねっと等を通して筋力の維持、心身の健
康保持に繋げ、豊かな実りある生活に繋がるよう努めて
いる。動植物のお世話で安らぎや癒しを得ると共に成長
過程を一緒に観察することで喜びや楽しさを共有してい
る。塗り絵やカラオケ等の趣味を活かしたレクから食器拭
きや洗濯物畳み等のリハビリを兼ねた作業まで1人ひとり
のやりたいことや出来る事を把握し、本人の希望にそった
取り組みを提案することで意欲向上とやりがいのある
日々に繋げている。家族との交流を楽しみにされている
方もいるのでリモート面会や電話での会話、文字の書け
る方は家族に手紙を書き、返事を書いてもらう等、家族の
協力を得ながら交流の機会を設けている。コロナの状況
もあり、現在はなかなか行えていないが、外出する機会と
して散歩や買い出しに同行するドライブ等を気分転換の
一環として取り入れを行っていた。

本人が家族への電話を希望された場合は、家族の意思
を尊重し、事務所の電話を使い、家族と交流を持てるよう
支援に努めている。家族からの電話も本人に取り継ぎ、
会話を楽しんでもらっている。家族や友人からの手紙や
贈り物も受け入れを行っており、直接会えない中でも交流
が持てるよう支援に努めている。
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自己評価

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　目

外部評価

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、ト
イレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくような
刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配慮
し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者
同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫をして
いる

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しな
がら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」
を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が送れ
るように工夫している

居室には馴染みある家具や思い出の写真等を置いてもら
い、今までの住み慣れた環境や安心して暮らせる環境の
整備に努めている。週に１度寝具交換と居室清掃を行
い、清潔な環境作りにも気を配っている。1人ひとりに合わ
せてベッドや家具の配置替えを行い、居心地の良い空間
の提供に努めている。各居室にナースコールの設置と必
要に応じてセンサーを配置することで職員がすぐに駆け
付けられる環境を整え、安心安全を保障しつつ、居室で
の1人の自由な時間の確保にも気を配っている。

居室には、自宅から使い慣れた家具や生活雑貨
が持ち込まれている。状態の変化が見られた場
合は、本人や家族と相談して整理・模様替えを行
い、自室として、安全に安心して過ごせる環境作
りに努めている。

過ごしやすい環境作りのため、感染症対策にも配慮した
定期的な換気や扇風機やクーラーを使った温湿度調整を
行い、毎日記録管理している。クーラーの風が直接当たら
いないよう入居者の座る席とは反対側のクーラーを起動
されて温度調節を行う工夫をしている。手すりやテーブル
等の消毒もこまめに行い、清潔で衛生的な保持にも努め
ている。車椅子やシルバーカーを利用している方がいる
ので動線が確保出来るよう整理整頓や家具の配置にも
気を配っている。共用スペースでもゆっくりと過ごせるよう
ホールのソファーや食卓テーブルの配置を入居者の変化
に応じて並び替える等、入居者たちが快適に過ごせる工
夫を日々の変化に応じて臨機応変に行っている。季節に
合わせて植物を入れ替えたり、入居者と一緒に作ったイ
ベント時の写真パネルや装飾品で彩り、施設内にいなが
らも季節感を感じられる工夫とホールの印象が明るくなる
工夫を心掛けている。

リビングは採光が良く、温湿度が適切に保たれた
解放的な作りとなっており、四季を感じる飾り付け
や、行事の写真を利用者の目線に合わせて掲示
する等の工夫がみられる。事業所内は感染防止
対策として、換気、除菌消毒を徹底しており、面会
制限がある現状においても、事業所としての取り
組みを周知し、家族から理解を得ている。

気の合った入居者同士が隣に座れるようホールのソ
ファーの配置を変更する等、1人ひとりが過ごしやすい居
場所作りの工夫を行っている。畳のスペースや１人掛けソ
ファーも配置しており、各々に好きな場所で過ごせるよう
工夫を行っている。居室だけでなく、ホールでも自分の時
間を楽しく過ごせるよう塗り絵やカラオケ等の趣味活動が
できるレク用品をホールに常備している。

館内はバリアフリーで整備され、段差が無いため、移動や
歩行時の転倒防止に配慮されており、転倒リスクの軽減
に繋がっている。手すり・クッションフロア・センサーライト
で安全を確保し、凸面鏡やセンサーを使い、職員の見守
りの強化も行っている。玄関にはセンサーが設置されてお
り、施錠を行っていない日中に誤って外に出てしまった場
合でもすぐにセンサーが反応して職員が携帯しているピッ
チに通知がいくようになっている。歩行状態に合わせてシ
ルバーカーや車椅子の利用を提案し、自立した生活が送
れるよう努めている。居室やトイレの場所、ドアの開閉方
向が分かるよう目印や名前を張り、迷わない工夫も行って
いる。
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